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自
由
貿
易
主
義
由
時
時

第
五
ナ
一
巻

O 
四

第

競

-l; 

O 

自

由

貿

易

主

義

の

吟

昧

(
下
)

マ
ノ
イ
レ
且
コ
の
理
論
に
擦
り
つ
、

岡

倉

f白

士

努
働
生
産
性
の
枇
念

圃
民
経
論
聞
の
観
附
掛
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
園
民
経
掛
に
劃
し
て
よ
り
犬
た
る
純
生
産
従
っ
て
厨
民
所
得
の
増
加
に
よ
り
著
し
い
貢
献

を
唖
皿
ち
す
企
業
乃
至
生
産
部
門
が
.
よ
り
高
〈
評
慣
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
主
る
立
場
か
ち
す
れ
ば
粧
情
活
動
の
一
目
的
は
純
生
産

一
定
の
持
働
及
び
資
本
を
以
て
上
り
大
抵
る
純
生
産
を
賓
現
ナ
る
部
門
は
国
民
経

済
的
に
よ
り
生
産
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
異
れ
る
こ
つ
の
部
門
を
園
民
経
済
の
視
結
か
ら
比
較
す
る
に
際
し
て
は
、
一
方

に
あ
り
、
そ
の
手
段
は
持
働
及
び
資
本
で
あ
る
。

で
は
純
生
産
の
比
較
と
他
方
で
は
各
々
の
部
門
に
雇
傭
さ
れ
て
ゐ
る
持
働
及
び
資
本
の
比
較
と
の
二
つ
の
問
題
が
提
山
さ
れ
る
。
而

し
て
特
定
部
門
の
一
経
掛
期
間
に
於
け
る
純
生
産
は
と
の
部
門
の
組
生
産
か
ら
既
存
債
値
(
可
可
智

E
E向
。
当

Em)
を
差
引
い
た
債
値

差
額
で
あ
る
が
、
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
は
と
の
既
存
慣
値
の
内
容
と
し
て
原
料
、
補
助
原
料
、
動
力
、
燃
料
及
び
設
備
の
償
却
の
債
値
を
皐

げ
て
ゐ
る
。
と
れ
等
の
諸
項
目
は
過
去
の
粧
済
活
動
の
成
果
で
あ
り
営
該
部
門
の
営
該
経
済
期
間
に
於
け
る
鰹
桝
的
成
果
に
は
無
関

係
た
償
値
項
目
で
あ
る
か
ら
、
特
定
部
門
の
あ
る
輿
へ
ら
れ
た
経
済
期
聞
に
於
け
る
生
産
的
貢
献
の
詐
慣
が
問
題
で
あ
る
際
に
は
首

然

ι控
除
項
目
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。
か
〈
て
純
生
産
は
綿
生
産
の
僚
値
か
ら
既
存
債
値
を
差
引
い
た
領
値
差
額
で
あ
る
か



ら
、
そ
の
内
容
を
在
す
も
の
は
持
銀
、
租
税
、
利
子
、
地
代
及
び
企
業
家
利
潤
等
の
所
得
項
目
で
あ
り
、
そ
れ
等
は
輿
へ
ら
れ
た
経

済
期
間
に
於
て
営
該
部
門
に
よ
っ
て
国
民
経
拙
引
に
分
配
さ
れ
る
。
こ
れ
等
の
諸
項
目
の
う
ち
界
銀
以
外
の
諸
項
目
は
謂
ゆ
る
徐
刺
憤

値
で
あ
る
か
ら
、
純
生
産
は
士
た
弊
銀
額
と
徐
剰
慣
値
綴
と
か
ら
成
る
。
勿
論
企
業
者
の
個
人
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
弊
銀
額
は
費
用

項
目
に
届
し
従
っ
て
純
牧
盆
に
は
数
へ
ら
れ
泣
い
。
け
れ
ど
も
、
特
定
の
生
産
部
門
が
一
定
の
弊
銀
に
て
一
定
の
雇
傭
を
託
す
己
と

は
、
岡
民
経
済
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
粧
済
的
貢
献
と
見
倣
さ
れ
る
Q

『
あ
る
企
業
(
巴
ま
た
は
生
産
部
門
)
が
持
働
機
舎
を
提
快
ず
る
」
乙
と

は
確
か
に
一
つ
の
園
民
経
済
的
貢
献
で
あ
ヤ

と
と
ろ
で
一
企
業
乃
至
一
生
産
部
門
の
岡
氏
経
消
的
生
産
性
は
純
生
産
の
大
小
の
み
に
よ
っ
て
は
判
断
さ
れ
得
た
い
。

E
の
判
断

を
行
ふ
た
め
に
は
一
定
の
純
生
産
が
幾
何
の
手
段
印
ち
如
何
ほ
左
の
持
働
及
び
資
本
を
以
て
賓
現
さ
れ
た
か
を
知
ら
ね
ば
た
ら
ね
。

マ
ノ
イ
レ
ス
コ
は
持
働
車
位
《
捗
働
者
一
人
)
首
り
の
純
生
産
主
持
働
生
産
性
と
呼
ぴ
資
本
草
枕
営
り
の
純
生
産
を
資
本
生
産
性
と
呼

ぷ
。
彼
に
よ
れ
ぽ
己
の
雨
者
の
生
産
性
概
念
は
、
『
何
等
か
の
種
類
の
経
済
活
動
の
国
民
的
慣
値
を
測
定
す
る
た
め
の
二
つ
の
確
か

左
そ
し
て
論
理
的
た
手
段
』
で
あ
る
が
、
政
策
論
的
判
断
に
於
て
よ
り
重
要
友
の
は
持
働
生
産
性
の
概
念
で
あ
り
、
資
本
生
産
性
の

町

概
念
は
た
い
h

剛
突
的
意
義
を
持
つ
に
す
ぎ
た
い
。
級
は
言
ム
「
二
つ
の
生
産
部
門
が
比
較
さ
れ
る
た
め
に
は
一
つ
の
共
通
な
比
較
の

規
準
が
必
要
で
あ
る
が
、
ナ
べ
て
の
生
産
部
門
の
最
も
重
要
た
共
通
の
要
素
は
人
閑
の
持
働
で
あ
る
。
人
聞
の
繭
隔
は
著
し
〈
そ
の

経
済
的
業
績
乃
至
は
一
入
賞
り
の
純
生
産
に
依
存
す
る
。
そ
し
て
と
の
一
人
営
り
の
純
生
涯
は
人
聞
の
消
費
能
量
即
ち
彼
の
経
済
的

欲
望
の
充
足
に
封
ず
る
規
準
を
た
す
も
の
で
あ
る
明
』

『
一
人
営
り
の
よ
り
大
た
る
弊
働
生
産
性
は
、
同
時
に
住
民
一
人
営
り
の

よ
り
大
た
る
消
費
可
能
性
を
意
味
し
、
そ
れ
故
に
葬
働
生
産
性
は
人
間
枇
舎
の
嗣
枇
の
賞
際
的
且
つ
明
確
左
標
識
で
あ
あ
。
』

自
由
貿
易
主
義
P
時
時

第
五
十
一
巻

O 
五

傍

観

七

Manoilesco: a. a. O. S. 50 特定白企業乃童生産部門が外国資本によって運
替される場合には， そ町企業市豆生産部門出官詰闘民経済に重野らす純生産は
刺子支排，場合によっては利潤克捕をも差引いて計算された傾恒美樹である・
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自
由
貿
易
主
義
D
時
時

t
F
耳
十
一
巻

二

O
六

第
二
油
田

七

に
園
民
経
済
政
策
の
閥
心
が
園
民
の
よ
り
高
昔
経
済
的
踊
祉
水
準
の
賓
現
陀
あ
り
、
且
つ
経
済
的
踊
祉
水
準
の
決
定
要
因
が
岡
氏
各

自
の
満
足
の
桂
皮
に
あ
る
限
り
、
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
の
意
味
に
於
け
る
弊
働
生
産
性
は
経
済
政
策
的
判
断
に
よ
っ
て
資
本
生
産
性
よ
り

も
よ
り
重
要
注
意
義
を
持
つ
乙
と
は
理
解
さ
れ
る
。

以
上
は
マ
ノ
イ
レ
ズ
コ
の
昇
働
生
産
性
の
基
本
概
念
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
は
そ
の
持
働
生
産
性
に
つ
い
て
、

定
の
企
業
ま
た
は
生
産
部
門
の
弊
働
生
産
性
と
、
(
ロ
)
特
定
の
生
産
物
に
附
着
し
て
が
る
持
働
生
産
品
仰
と
を
分
ち
、
他
方
で
は
(
イ
)

一
方
で
は
(
イ
)
特

圏
内
債
格
に
基
ぐ
持
働
生
産
性
と
、
(
ロ
)
外
閣
僚
格
陀
基
〈
持
働
生
産
性
と
を
霞
別
し
て
ゐ
る
。
特
定
の
企
業
ま
た
は
生
産
部
門
の
葬

働
生
産
性
は
、
そ
の
企
業
士
た
は
生
産
部
門
に
上
つ
で
特
定
の
経
済
期
聞
に
賓
現
さ
れ
た
純
生
産
を
モ
の
企
業
ま
た
は
生
産
部
門
の

一
生
産
的
従
業
者
数
に
て
除
し
た
べ
商
で
あ
る
。
己
れ
に
つ
い
で
は
最
早
説
明
を
要
し
た
い
。
己
れ
に
反
し
て
特
定
の
生
産
物
に
附
着
し

て
ゐ
る
持
働
生
産
性
と
は
、
そ
の
生
物
の
綿
債
値
を
そ
の
生
産
物
が
首
該
財
比
成
熟
す
る
ま
で
に
経
過
し
た
す
べ
て
の
生
産
段
階
に

於
け
る
生
産
的
従
業
者
数
で
除
し
た
商
で
あ
る
。
特
定
の
生
産
物
は
一
般
に
多
数
の
垂
直
的
友
生
産
過
程
の
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て

特
定
の
終
局
生
産
過
程
に
於
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
量
の
綿
債
値
は
、
そ
の
生
町
一
物
が
経
過
し
た
す
べ
て
の
生
産
過
程
の
純
生
産
の

綿
和
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
生
産
物
が
営
設
財
に
成
熟
ナ
高
ま
で
に
経
過
し
た
一
つ
一
つ
の
生
産
段
階
に
於
て
分
配
さ
れ
た
所
得
の

綿
和
で
あ
る
。
従
っ
て
己
の
意
味
の
組
償
値
を
干
の
生
産
物
が
営
該
財
に
成
熟
す
る
ま
で
に
経
過
し
た
す
べ
て
の
生
産
段
階
の
生
産

的
従
業
者
の
線
数
で
除
し
た
商
は
営
該
商
品
の
生
産
が
、
そ
の
闘
民
粧
怖
の
経
済
的
問
祉
水
準
に
封
し
て
賓
ら
し
た
貢
献
を
表
現
す

$
 

る
と
言
ひ
う
る
。
と
己
る
で
純
生
産
の
憤
値
に
せ
よ
.
練
生
産
の
債
値
に
せ
上
そ
れ
は
‘
定
の
物
理
的
生
産
量
を
そ
の
生
産
物
が
買
れ

行
f
と
き
の
市
場
慣
格
で
評
抽
回
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
E
で
評
債
の
長
礎
と
在
る
債
格
が
園
内
債
格
で
あ
る
か
外
岡
債
格
で
あ
る
か

問題はたピ外国費本D背況をなす政惜意識は官該困民経済に不J盆を官官らず・
にある，

29) D町、elbe:a. a. O. S. 68， 69・
JO， 3吋 Derselbe:a. a. O. S. 67 ~ 69 
32) Die eine.r Ware叩 kommendeArbeitsproduktivitat. 



の
別
に
工
っ
て
既
漣
の
第
二
の
分
類
が
注
さ
れ
る
。
問
題
が
あ
る
生
産
部
門
乃
至
は
あ
る
生
産
物
債
値
の
園
際
的
比
較
に
あ
る
揚
合

に
は
外
園
債
格
(
乃
至
は
園
際
情
格
)
に
恭
〈
弊
働
生
産
性
の
概
念
が
必
要
で
あ
る
。

三
れ
に
反
し
て
圏
内
の
異
れ
る
生
産
部
門
例
へ
ぽ

農
業
部
門
と
工
業
部
門
と
の
比
較
が
問
題
で
あ
る
際
に
は
、
園
内
債
格
に
基

f
持
働
生
産
性
の
概
念
を
用
ふ
べ
き
で
あ
る
。

い
ま
あ
る
部
門
町
純
生
産
を
P
捗
狼
額
を
S
費
本
利
潤
を
M
で
示
せ
ば
]
V
H
田
+
冨
し
か
る
に
M
は
投
下
資
本
と
利
潤
事
と
の
積
で
あ
る
か
ら
、
固

定

賓

室

c
涜
動
資
本
を
k
更
に
利
潤
串
を
E

と
す
れ
ば
、

7
目

+

(

1

7

4

?

で

特

定

部

門

町

量

生

産

性

は

小

川

+

4
ド

;
2。

S
一A
は
霊
寧
で
あ
り
、
占

F
生
産
的
従
業
者
一
会
り
の
責
主
で
あ
る
。
マ
ノ
イ
レ
:
は
と
れ
を
霊
童

(
E
E
3
5
5
s

ξ
呼
品
。
特
殊
費
本
は
あ
る
生
産
部
門
町
槽
械
化
円
程
度
を
表
現
す
る
。
一
生
産
部
門
の
幡
宮
働
止
産
性
は
努
観
噌
利
潤
車
及
び
特
珠
費
木
町
三
つ
の
要

事
に
よ
っ
で
決
定
さ
れ
る
o
而

L
て
マ
ノ
イ
レ
ス
ヨ
は
特
昧
資
本
と
そ
ま
岳
部
門
間
に
骨
砕
け
る
穿
働
生
産
性
の
差
違
由
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
吉
ヤ

理
想
的
な
肉
由
競
争
が
文
配
L
勢
銀
事
及
び
利
潤
曹
が
一
一
囲
内
の
す
べ
て
白
生
産
部
門
に
於
C
均
等
で
あ
る
と
し
て
も
、
異
れ
る
生
産
部
門
前
勢
働
生

産
性
は
特
聴
資
本
の
大
小
に
よ
っ
て
相
違
し
ろ
る
。
し
か
る
恰
一
般
に
特
碍
費
本
は
農
業
に
噴
け
る
よ
り
も
工
業
に
於
て
大
で
あ
る
か
ら
工
業
部
門

mm 

白
勢
働
生
産
性
は
農
業
部
門
?
ぞ
れ
よ
り
も
常
に
高
い
と
言
中
。

い
ま
あ
る
生
産
拘
が
、

1
、
2
、
3
白
垂
直
的
生
産
段
階
自
結
果
で
あ
る
と
す
る
。
各
生
産
段
階
に
於
け
る
純
生
産
第
働
、
生
産
性
及
び
生
産
的
従

業
者
数
を
そ
恥
ん
¥
、
】

v:
♂
H
J
3
・
3
-
r一
望
及
刊
日
h
p
H頃
〉

v
k
f
と
す
札
ぽ
、
務
局
生
産
段
階
陪
於
け
る
年
産
物
の
糟
慎
値
宮
u
p
+
-
v
y
+

fpi--Lた生
産
官
附
着
す
る
寄
生
産
性

J
T
1
h品
恥
L
主
持

fzo

h
f
+
r
+
土
H
k
f
主
置
け
ば
胃

1
山
Y

F
リ
宮

1
F
郎
ち
生
産
物
の
軸
陥
債
債
は
生
産
物
に
附
荒
す
る
勢
働
生
産
性
と
そ
の
生
産
物
が
成
熟
す

2

j

 

.
る
一
ま
で
に
担
過
し
た
各
生
産
段
階
の
生
産
的
従
業
者
自
調
教
と
の
輯
で
ち
る
町

古
叫
に
同
V
"
は
圏
内
慣
格
で
評
備
さ
れ
た
生
庫
特
線
倒
値
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
終
局
生
産
段
階
に
於
け
る
拘
現
的
生
産
量
を

π
、
圏
内
情
格
を
V
と
す

れ
ば
旦
+
詞
・
4
H
宮
、
f
を
得
る
。
ま
た
外
国
債
絡
を
V
井
岡
償
格
で
評
慣
さ
れ
た
生
産
物
白
勢
働
生
産
性
を
旬
、
と
す
れ
ば

N
〈
H
宮
〉
こ
乞
得

る
か
己
、
井
岡
債
格
で
評
憤
さ
れ
た
勢
働
生
産
ー
と
園
内
情
格
で
評
慣
さ
れ
た
勢
働
生
産
性
と
白
聞
に
は
哉
の
聞
係
が
主
ー
す
る
。
宮
、
H
宮
川
し
か
る

自
由
貿
易
主
義
白
時
時

七

傍
五
千
-
巻

O 
七

体

鵠

Manoile;;co: a. a. O. S. 76 ff. 
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自
由
貿
易
主
義
白
時
時

第

説

-b 
四

第
五
十
一
巻

に
V
一
v
は
特
定
園
田
常
該
生
産
物
の
件
園
に
封
ず
る
債
格
優
位
乃
至
情
格
劣
悼
を
示
す
o

同
V
M
な
ら
ば
常
該
生
産
物
白
債
格
出
井
閤
慣
格
よ
り
も

4
『

低
い
と
在
、
従
つ
C
営
龍
生
荷
物
。
生
産
に
於
け
る
そ
白
園
田
債
格
優
位
を
物
語
り
、
反
劃
に
M
V
M
な
ら
ば
債
格
劣
位
を
物
語
る
。
そ
れ
敢
に
丹
困

d

可

リ

慣
格
で
評
慣
さ
品
た
生
産
物
申
勢
働
生
産
性
は
囲
内
的
努
働
生
産
性

(
E
z
z
h
p司
宮
官
官
o
E
E
E
Z停
)
と
債
格
比
申
k
D
積
で
る

ι。

掠
て
吾
々
は
生
産
物
の
綿
債
値
は
生
産
物
に
附
着
す
る
勢
働
生
産
件
と
そ
の
生
産
物
の
生
産
に
従
事
し
た
各
生
産
段
階
に
於
行
る

O 
A 

生
産
的
従
業
者
総
数
(
勢
働
量
)
と
の
積
で
あ
る
己
と
を
知
っ
た
。

し
か
る
に
交
換
は
常
に
等
し
い
債
値
額
の
交
換
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
は
あ
る
財
の
生
産
に
要
し
た
勢
働
及
び
勤
持
の
量
の
み
左
ち
中
、
持
働
生
産
性
に
も
依
存
す
る
。
そ
れ
故
陀
慣
値
の
賓
躍
を
弊
働

に
求
め
、
交
換
を
等
し
い
持
働
且
互
の
交
換
と
し
て
取
扱
っ
た
古
典
派
は
誤
っ
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
た
い
。
い
ま

I
財
と

E
財
と

が
交
換
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

2
-
P
-
"
H
匂
一
包
』
官
が
成
な
っ
。
若
し
司
M
F

が
日
吉
の
一
一
佑
で
あ
る
た
ら
ぽ
、

kf"
は
ト
ま
の
三
分
の
一

で
あ
ら
れ
ノ
。
け
れ

E
屯
己
の
と
と
は
必
・
干
し
も
持
働
生
産
性
の
高
い

I
財
の
生
産
に
従
事
し
た
持
働
者
が
勢
働
生
産
性
の
低
い

E
財

の
生
産
に
従
事
し
た
持
働
者
の
二
倍
の
持
銀
率
を
獲
得
す
る
と
言
ム
己
と
を
意
時
ナ
る
も
の
で
は
な
い
。
持
銀
率
は
等
し
〈
と
も
利

潤
率
及
び
特
殊
資
本
の
大
小
に
上
っ
て
曲
目
働
生
産
性
は
相
違
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
様
白
理
由
に
土
っ
て
上
述
の
事
柄
は
、

熟
練
弊
働
は
不
熟
練
労
働
の
何
倍
か
に
窓
否
d

れ
る
と
言
ふ
古
典
派
及
び
そ
の
流
れ
を
汲
む
一
派
の
主
張
と
も
何
等
の
闘
係
も
有
し

在
い
。
い
た
宰
ろ
特
殊
資
本
が
大
で
あ
り
従
っ
て
持
働
生
産
性
の
高
い
生
葎
物
の
生
産
(
機
械
化
さ
れ
た
生
産
)
に
従
事
す
る
持
働
の
担

度
乃
至
は
緊
張
度
は
、
特
殊
資
本
の
小
友
る
生
産
に
従
事
す
る
持
働
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
上
漣
の
事
柄
は
緊

張
度
の
低
い
小
量
の
努
働
が
緊
張
度
の
高
い
多
量
の
曲
目
働
と
交
換
さ
れ
る
己
と
を
意
味
し
ろ
る
の
で
あ
司
令
ι

い
づ
れ
に
せ
よ
持
働
生

産
性
を
回
開
に
す
る
こ
財
の
交
換
は
不
均
等
た
持
働
及
び
勤
勢
の
量
の
交
換
で
あ
る
己
と
を
物
語
る
。
若
し
不
均
等
左
持
働
及
び
勤
弊

はマルクスの俸制慣値事とそ白性質を異にナる マルクスの俵黍~j買値中は階
担的封立を反映するが，マノイレス"'"それはか与る要素圭含んでゐない・そ
れは 定費本額白岡民的主主呆を表現ナる
Derselbe: a. a. O. S. 97 
Derselbe; a. a. O. S. 96 und 107仔目
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の
畳
の
交
換
が
収
奪
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
己
の
意
味
の
収
奪
は
勿
論
閣
内
交
換
に
於
で
も
あ
り
う
る
。
け
れ
ど
も
マ
ノ
イ
レ
ス
コ

陀
止
れ
ば
『
閥
内
的
牧
奪
は
耐
へ
う
る
。
何
故
た
ら
一
圏
全
惜
と
し
て
見
れ
ば
か
L
A

る
牧
奪
に
よ
っ
て
何
物
を
も
失
は
な
い
か
ら
。

と
れ
に
反
し
て
封
外
的
岡
際
的
収
奪
は
一
園
の
全
組
に
よ
っ
て
民
の
損
失
を
粛
ら
す
。
凶
内
的
収
奪
は
租
税
、
社
合
的
立
法
等
に
よ

り
岡
民
所
得
の
上
り
公

E
な
分
配
を
鷲
ら
す
と
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
防
禦
し
う
る
。
け
れ
ど
も
図
際
的
牧
奪
の
結
果
は
不
可
避
で
あ

り
、
そ
れ
は
被
収
奪
闘
の
立
法
を
以
て
し
て
は
周
遊
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
故
に
牧
ヰ
は
商
品
交
換
の
性
格
の
う
ち
に
存
ず
る
と
は
一
吉

へ
、
園
内
商
業
ー
と
図
際
貿
易
と
の
聞
に
は
非
常
友
差
別
が
存
在
す
る
。
園
内
商
業
は
家
庭
商
業
で
あ
り
、
圏
内
商
業
に
内
在
す
る
不

公
E
は
一
の
家
庭
事
件
で
あ
る
。
』

四

リ
カ

l
ド
の
理
論

E
7
ノ
イ
レ
ユ
コ
に
よ
る
そ
の
批
剣

(4) 

。ヵ
l
v貿
易
理
論
の
前
提
。
リ
カ

1
ド
の
理
論
は
弐
の
三
つ
の
前
提
に
立
っ
て
ゐ
る
。
(
イ
)
商
品
の
憤
値
は
そ
の
生
産

費
に
等
し
い
。
(
胃
)
生
産
費
は
専
ら
弊
倒
費
川
(
勢
銀
額
)
の
み
か
、
ら
成
品
。

(
ハ
)
冊
目
銀
率
は
一
印
刷
内
に
於
て
は
均
等
で
あ

b
、
従
つ

て
弊
働
費
用
は
持
働
量
の
み
に
依
存
す
る
。
己
の
コ
一
段
の
仮
定
に
よ
っ
て
商
品
の
絶
叫
判
債
値
は
た
ピ
持
働
量
の
み
に
依
存
し
、
同
一

園
内
に
於
け
る
商
品
の
交
換
は
そ
の
生
産
に
要
し
た
持
働
量
が
等
し
い
様
に
行
は
ら
れ
る
と
言
ム
命
題
が
成
立
す
る
。
と
と
ろ
で
否

々
の
首
面
の
問
題
に
と
っ
て
特
民
主
要
た
の
は
(
ハ
)
の
僚
件
で
あ
る
o

と
の
僚
件
は
一
園
内
に
於
付
品
生
産
要
素
の
移
動
性
は
完
全

で
あ
る
と
言
ム
と
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
る
に
リ
カ
ー
ド
自
身
も
認
め
る
通
り
生
産
婆
素
の
園
際
的
移
動
性
は
組
め
て
不
完
全
で

あ
り
、
従
つ
で
個
々
の
闘
の
弊
銀
車
は
不
均
等
で
あ
る
。
E
の
事
情
が
リ
カ

1
F
の
立
場
か
ら
園
内
交
換
と
悶
際
交
通
と
を
院
別
せ

首
由
貿
易
主
義
白
時
雄

第
五
十
一
巻

O 
九

傍

観

去三

五

Derselbe: a. a. O. S. 76 ff 
Derselbe: a. a. O. S. 78. 
cf. Derselbe: a. a. O. S. II4 
Derselbe: a. a. O. S. 115 
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即
由
貿
罫
主
義
由
時
昨

第
五
十
一
容

第

説

t 
穴

O 

し
め
る
根
本
俸
件
で
あ
る
。
ワ
カ
ー
ド
白
有
名
左
例
を
引
用
し
て
己
の
鮪
を
考
究
し
よ
う
。
英
園
で
は
一
定
量
例
へ
ば
一

O
単
位
の

羅
紗
及
び
衛
萄
酒
の
生
産
に
そ
れ

λ
¥
一
O
O人
及
び
一
一
一

O
人
の
年
労
働
主
要
し
、
ポ
片
ト
ガ
ル
で
は
同
ヒ
商
品
の
同
一
量
の
生

産
に
そ
れ
凡
¥
九

O
人
及
び
八

O
人
の
年
持
倒
を
製
す
る
も
の
と
す
る
。
か
と
命
事
情
の
下
で
は
英
闘
に
於
け
る
交
換
比
率
は
二
早

か位
ぐの
で葡
英萄
園酒
及劃
ぴー
オぜ Y 

Fレ

ι在
二台
l亡 tt
方人 民Y

J で
りあ
句ー

菌円
台ポ
長 Jレ
L土
等 μ

し Jレ

、11:

語性
{動ピ
量 Z
E fL 
議は
と
h 車
です 位
~41J の

葡
e 
w 萄
'7_ ~国

5君
主八
比九
較皐
{憂 f立
位の
の媒
命紗
題で
にあ
土る
つ。

て
英
圃
は
羅
紗
生
産
に
特
殊
化
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
葡
萄
酒
生
産
に
特
殊
化
す
る
と
し
上
う
。

E
つ
図
際
交
換
比
率
が
一
割
一
、

と
一
針

0
・
八
九
と
の
聞
の
あ
る
鮪
例
へ
ば
一
劃
一
に
定
ま
る
と
仮
定
す
る
。
英
国
の
羅
紗
一
向
単
位
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
葡
萄
湘
一
皐

位
と
が
変
換
き
れ
ろ
。
と
の
交
換
比
率
は
英
図
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
O
双
方
に
有
利
で
あ
る
。
け
れ

E
も
こ
の
閥
際
交
換
は
最
平
等
し

い
弊
働
量
の
受
換
で
は
在
い
。
何
故
在
ち
英
園
の
羅
紗
一
単
位
の
中
に
は
吾
々
の
仮
定
の
下
で
は
一

O
人
の
持
働
が
含
ま
れ
る
に
封

L
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
葡
萄
酒
一
日
単
位
の
中
に
は
八
人
の
勢
働
が
含
ま
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
。
即
ち
「
英
士
口
利
は
八

O
人
の
持
働
の

生
産
物
に
封
し
て
一

O
O人
の
弊
働
の
生
産
物
を
奥
へ
る
で
あ
ら
う
]
と
言
ム
事
態
が
起
り
、
関
際
交
換
は
園
内
交
換
と
は
具
り
不

均
等
な
勢
働
量
の
交
換
と
左
る
。
市
し
で
と
の
よ
う
左
結
岡
市
は

F
カ
1
ド
の
立
揚
か
ら
は
持
銀
の
園
際
的
不
均
等
に
よ
っ
て
説
明
す

制

る
他
は
た
い
。
賓
際
ま
た
リ
カ

1
V
は
次
の
様
に
述
べ
て
ゐ
る
。
「
持
働
の
閏
然
債
格
は
そ
れ
が
食
物
及
び
必
需
品
を
以
て
評
倒
さ

れ
で
も
と
れ
を
絶
針
的
に
聞
定
不
艶
た
る
も
の
と
刷
所
す
べ
き
も
の
で
は
た
い
。
そ
れ
は
;
:
園
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
大
い
に
異
る

も
の
で
あ
る
。

9
b
l
v
は
努
銀
田
園
際
的
差
遣
の
根
本
原
因
を
各
闘
に
於
け
る
資
本
従
つ
で
努
働
雇
傭
手
段
目
蓄
積
の
速
度
目
差
蓮
に
土
っ
て
説
明
せ
ん
と
す
る

英図では12人目勢働の交換でありポルトガルでは8人目勢働白究換である。
リカ戸ド=原理 120頁(岩波版)
新古典抵の甜績はと D貼を展開Lたことにるる。
9 ;む-}":原理 77頁
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知
〈
で
あ
る
。
回

f
『
丈
化
白
進
か
に
逸
品
る
図
々
の
技
術
、
と
知
識
と
が
輸
入
せ
ら
れ
た
新
植
民
地
に
掛
て
は
資
本
は
恐
ら
〈
人
間
よ
り
も
最
速
に
場

加
す
る
で
あ
、
b
う
。
而
し
て
若
し
も
努
働
者
白
昧
乏
が
真
に
人
目
栂
密
な
る
園
々
に
よ
ワ
て
補
足
さ
れ
る
と
と
が
な
酔
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
間
向
は
大

い
に
勢
働
の
間
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
で
あ
ら
う

J
:
:『
枇
骨
量
目
種
々
な
る
段
階
に
於
て
、
費
本
町
一
蓄
積
町
主
働
履
傭
手
段
の
蓄
積
白
行
は
る

特

色
ゐ
乙
と
に
は
遅
速
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
何
れ
の
場
合
に
も
努
働
白
生
産
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ざ
る
を
得
由
も
山
で
あ
る
。
』
し
品
る
に
9
カ
ー
ド

に
依
れ
ば
努
働
の
生
産
力
引
い
て
は
費
本
の
蓄
積
は
、
担
抽
開
設
展
の
初
期
段
階
の
岡
々
に
於
て
は
人
口
白
靖
加
よ
り
も
急
速
で
あ
り
、
従
ワ
で
か
L

る

闘
で
は
努
銀
問
騰
貴
す
る
。
そ
こ
で
は
勢
働
に
封
ナ
る
需
要
の
噌
加
が
勢
働
の
俳
給
の
噌
加
よ
り
も
急
速
で
あ
る
。
け
れ
『
も
相
服
務
の
琵
展
が
更
に
抽
出
行

L
人
口
が
樹
容
と
な
り
耕
作
が
品
質
白
劣
礼
る
土
地
に
及
ぶ
に
つ
札
て
費
半
白
噌
加
引
い
て
は
努
働
に
劃
す
る
需
要
山
智
加
の
勢
は
鈍
化
す
る
が
、
一

方
人
口
の
帯
加
車
引
い
て
は
勢
働
の
棋
給
白
噌
加
の
勢
は
恒
A
的
に
可
成
り
不
揮
で
あ
る
。
品
ぐ
し
て
勢
飯
田
騰
貴
傾
向
は
停
止
し
そ
の
下
降
傾
向
が

始
ま
る
。
ま
た
人
口
の
帯
加
す
る
に
司
札
て
拍
労
働
D
生
産
力
は
低
下
し
生
活
必
需
品
は
そ
白
生
産
に
よ
P
多
f

D
勢
働
を
要
す
る
に
至
る
白
で
あ
る
か

ら
、
生
活
必
需
品
白
倒
絡
は
、
不
断
に
騰
貴
す
る
Q

そ
れ
故
に
設
展
が
あ
る
段
階
に
到
達
す
る
と
貨
幣
勢
銀
が
低
下
す
る
の
与
な
ら

f
質
質
勢
銀
も
低

下
す
る
に
至
る
。
要
す
る
に
努
観
串
の
閥
際
的
不
均
等
は
り
J

力

I
F
D
立
場
か
ら
は
、
(
イ
)
諸
岡
白
費
本
蓄
積
白
金
迩
に
差
還
が
あ
る
こ
と
k
w
v
(
ロ
)

勢
働
の
凶
際
問
の
移
動
出
不
完
全
で
忘
る
た
め
に
あ
る
闘
に
於
て
勢
働
に
謝
す
6
需
要
(
費
本
の
曹
積
)
・
と
そ
の
供
給
(
人
口
の
靖
加
)
と
が
不
均
衡
な
枇

態
に
あ
っ
て
も
、
ぞ
れ
が
勢
働
の
供
給
が
そ
田
需
要
を
超
過
し
て
ゐ
る
他
図
か
ら
白
捗
働
の
移
動
に
よ
唱
で
調
整
さ
れ
得
な
い
と
と
の
二
つ
白
事
情
に

上
っ
て
詑
明
さ
れ
る
。

か
く
の
如
〈
持
銀
率
の
固
際
的
不
均
等
の
故
に
闘
際
交
過
は
必
然
に
不
均
等
友
持
働
量
の
交
換
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
友

段
リ
カ

1
F
の
立
場
か
ら
は
『
貨
物
の
相
針
慣
値
』
従
っ
て
闘
際
交
換
比
率
は
殆
ん
ど
専
ら
勢
働
の
相
封
量
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
lZ
と

主
張
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
弊
働
の
生
産
力
乃
至
は
弊
働
の
イ
ン
テ
ン
シ
ア
イ
よ
り
一
般
的
に
言
っ
て
界
働
の
品
質
の
差
違
は
、
「
一
度

形
成
せ
ら
れ
る
と
あ
ま
り
務
動
ず
る
と
と
が
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
リ
カ

1
ド
理
論
の
基
本
前
提
(
イ
)
(
ロ
)
が
許
さ
れ
る

限
り
、
国
際
交
換
に
於
て
も
ま
た
労
働
量
の
み
が
唯
一
の
決
定
因
子
と
な
り
、
持
働
の
質
従
っ
て
持
働
の
生
産
力
は
と
れ
を
顧
慮
す

る
必
要
が
在
い
と
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
リ
カ

1
V
忙
於
て
は
、
勢
働
の
品
質
印
ち
弊
働
の
生
産
力
は
極
め
て
狭
義
に
解
さ
れ
て
居

自
由
貿
易
主
義
由
時
昧

務
主
十
一
巻

勢

就

七
七
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自
由
貿
易
主
義
の
時
時

第
宜
十
一
審

{ 

策

強

七

ノ、一

り
、
持
働
の
生
産
力
は
弊
働
が
如
何
な
る
性
質
の
土
地
用
役
と
結
び
つ
〈
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
ム
」
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し

乍
ち
持
働
の
生
産
力
は
ま
た
持
働
と
資
本
と
の
結
合
の
如
何
に
も
依
存
せ
ね
ば
た
ら
な
い
。

以
上
の
リ
カ

1
y
の
命
題
の
百
ふ
意
味
は
こ
う
で
あ
ら
う
。
い
童
英
国
は
高
度
に
琵
展
し
た
闘
で
あ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
護
展
白
初
期
段
階
の
闘
で
あ

る
と
し
よ
う
。
リ
カ

1
r
に
従
へ
ば
英
困

e
は
資
本
の
帯
積
J
F

鈍
化
し
勢
働
曜
日
目
低
下
傾
向
を
示
す
。
ま
た
そ
の
反
面
に
於
て
品
質
白
劣
れ
る
土
地
が

耕
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
持
働
の
生
産
力
は
低
下
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
反
掛
に
勢
銀
事
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
他
方
に
掛
て
勢
働
白
生
産
力
も
尚
い
。

品
目
〈
て
勢
鋭
の
動
き
と
勢
働
の
生
産
力
の
動
き
と
は
平
行
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
生
産
物
の
貨
幣
費
用
従
っ
て
玄
た
傾
絡
は
、
リ
カ

I

V
に
於
て
は
生

産
物
一
草
枕
に
合
ま
れ
る
勢
働
置
と
捗
銀
曜
と
の
積
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
英
国
の
羅
紗
と
ポ
ル

t
ガ
ル
の
葡
萄
酒
と
の
先
換
比
辛
は
、
英
図
の
捗
銀

事
と
履
秒
一
草
般
の
中
に
告
電
札
る
英
関
A
努
働
量
と
の
積
劃
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
勢
銀
事
と
葡
萄
酒
一
早
世
の
生
産
に
要
し
た
ボ
ル
?
ガ
ル
の
勢
働
宣
と

円
積
で
あ
る
。
冒
と
こ
ろ
が
捗
働
の
品
質
印
ち
勢
働
の
生
産
力
の
差
違
は
、
『
一
度
形
成
さ
れ
る
と
あ
言
。
輔
開
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
』
英
閣
及
び
ポ
ル
l

g
ル
に
於
げ
る
勢
働
の
生
産
力
の
柑
劃
的
閥
博
引
い
て
は
骨
骨
組
事
白
比
率
は
大
世
に
於
て

1
贋
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
羅
紗
と
葡
萄
酒
主
的
国
際
交
揖
比

車
は
そ
白
生
産
に
要
し
た
各
困
の
勢
働
量
の
比
事
に
の
品
依
存
す
る
。
点
目
〈
言
ふ
の
が
リ
カ
I

V
の
立
場
か
ら
す
る
持
銀
辛
の
闘
際
的
不
均
等
と
吏
換

比
唱
の
聞
係
に
闘
す
る
読
明
で
あ
る
。

勢
働
白
生
産
力
は
費
本
と
勢
働
と
の
軸
A
"
の
仕
方
に
も
依
存
す
る
と
言
ム
吾
々
の
認
識
は
、
リ
カ

l
r自
身
も
こ
れ
を
性
志
し
て
ゐ
る
。
彼
は
言
ふ

『
諸
貨
物
白
生
産
民
投
ぜ
ら
れ
る
努
働
が
其
相
謝
四
位
を
京
右
す
る
と
言
ふ
原
則
は
、
機
械
そ
白
他
白
固
定
且
つ
耐
久
的
な
る
養
本
の
使
用
の
た
品
に

明

儀
程
帳
玉
を
受
け
る
。
』
印
ち
彼
も
ま
た
資
本
構
成
の
差
謹
が
柏
封
慣
値
を
塑
動
せ
し
品
あ
一
つ
の
原
因
で
あ
る
と
と
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
彼
は
『
貨
物
費
動
白
こ
の
原
因
は
其
殻
果
比
較
的
輯
微
で
あ
る
一
日
と
し
て
こ
の
要
因
を
輯
視
す
る
。

リ
カ

1
F
は
そ
の
債
値
論
に
於
て
資
本
構
成
の
差
蓮
が
交
換
比
率
の
決
定
に
封
し
で
あ
る
役
割
を
演
宇
る
と
と
に
気
附
い
て
ゐ
た

に
か
a
h

は
ら
宇
、
披
は
こ
の
役
割
を
粧
漉
し
た
が
た
め
に
、
資
本
構
成
乃
至
は
生
産
要
素
円
一
組
成
率
の
差
還
が
岡
捺
交
換
忙
於
て
演

宇
役
割
を
全
〈
省
過
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
の
古
典
波
貿
易
論
に
謝
す
る
壮
判
の
最
も
重
要
左
様
貼

は
、
賓
に
生
産
要
素
の
組
成
寧
の
高
い
部
門
は
同
一
の
持
働
及
び
勤
持
の
貴
陀
止
っ
て
よ

b
大
ιな
る
慣
値
を
賃
現
ず
る
が
故
に
そ
の

このと主は苦々白常面の問題の範聞に於ては、諸閣の担擁護展四方向及び速
度が大般に於て平揮であることし宮味する。
リカード.原理 25頁
リカー"'~ :原理 31:&

49) 

_;0) 
51) 



持
働
生
産
性
は
よ
り
高
い
と
言
ふ
認
識
に
あ
る
。

(ロ)マ

J
4
レ
ス
コ
に
よ
る
リ
カ
ー
ド
批
判
。
扱
て
比
較
生
産
費
の
理
論
は
一
閣
の
個
々
の
生
産
部
門
の
外
国
に
掛
ず
る
生
産
優

位
の
比
校
か
ら
出
後
す
る
。
リ
カ
ー
ド
の
例
に
於
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
雑
紗
生
産
及
び
葡
萄
酒
生
産
の
英
国
に
扮
す
る
優
位
は
、
そ

同

(

}

申

一

同

国

号

ま

A
¥，d
q
I
H
-
-
H
H
及
び
副
司
l
H
H
g
で
あ
る
。

E-八回
'HH
在
る
古
故
陀
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
葡
萄
酒
生
産
忙
特
殊
化
ナ
ペ
昔
で

出

G

I

∞号

あ
り
、
ま
た
英
図
の
ポ
ル

1
ガ
ル
に
射
す
る
生
産
優
位
は
凶
割
引
I
H
-
-喧
及
び
凶
刷
出
!
U申
告
で
あ
り
、
-
・
申
〉
P
ミ
在
る
が
故
陀
英

闘
は
繕
紗
生
産
に
特
殊
化
す
べ
き
で
あ
る
。
か
〈
言
ふ
リ
カ

I
F
及
び
そ
の
一
抵
の
理
論
に
於
て
は
専
ら
生
産
に
要
し
た
持
働
量
の

上h
較
が
問
題
と

さ
KL 
る

定と
rT> 
己

債 z

値二

主主
K !fO/J 
宇民
主値
持は
そ

働
rT> 

量
生と 産

そ
に

グラ ヨ日

持工
働た
生持
産働

住量
ζ の
rT> 2孟

間 た
にら

はや
民勢
上t 他I
例生
広〉 古事2

閉症
円て

古王 も
存依
在存
f し
る叫
":J 

4邑 11

宮
K
H
F

友
る
が
故
陀
、

っ
て
す
カ

1
F
の
生
産
費
に
於
け
る
比
較
優
位
の
命
題
を
持
働
生
産
性
に
於
け
る
比
較
優
位
の
命
題
に
置
か
己
代
へ
れ
ぽ
突
の
如
〈
左

回る。

4

句、マア崎、守一

no
輯
邸
調
日
指
蔀
冊
同
開
帯

r

出
国
母
掛
樹
首
自
明
盛
岡
回
附
帯
¥

山内示、

γ
述
、
一
守
司
翻
意
目
指
唱
曲
国
hr回附帯

湘
E
3鞠
事
自
由
哨
盛
冊
m
m醇

と
己
ろ
が
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
に
よ
れ
ば
、

E
の
不
等
式
を
満
足
す
べ
き
事
例
と
し
て
突
の
=
一
つ
の
揚
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

(

《

)

先
、
で
ナ
司
、
e
B翻
意
冊
m
B噂
醤
併
時
帯
〉
淋
E
B
翻
意
冊
岡
田
明
曹
肝
陣
津

H
E
丸、守
7

N
さ
?
B
甜
器
国
品
川
隔
日
指
盛
肝
岡
高

V
湘
圏

B
甜
掛
薗
hrm聞
B
W哨
寧
肝
障
帯

E
の
揚
合
忙
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
於
て
も
英
聞
に
於
て
も
羅
紗
生
産
の
持
働
生
産
性
は
葡
萄
消
生
産
の
弊
働
生
産
性
上
り
も
大
で
あ

る
。
し
か
る
k
第
働
生
産
性
の
よ
り
大
た
る
と
と
は
、
生
産
的
従
業
者
一
入
賞
り
に
謝
し
て
よ
り
大
左
る
園
民
所
得
を
濁
ら
ナ
E
と

自
由
貿
易
主
義
白
時
時

第
五
干
一
審

第

鵠

七
九

Manoilesco; a. a. O. S. 78 
こ誌でほ害事訓生産性白岡際的比較が問題であるから外岡1I1i絡に基f勢働生産
性概念が用ひら恥る。
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自
由
貿
易
主
義
由
時
時

俸
王
+
一
巻

F、
O 

回

第

競

を
意
味
す
る
。
か
く
て
若
し
よ
り
大
去
る
園
民
所
得
の
寅
現
と
言
ふ
己
と
が
経
済
政
策
の
目
様
で
あ
る
べ
事
同
一
で
あ
る
'
と
す
れ
ば
、
己

の
場
合
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
英
園
も
共
に
羅
紗
を
生
産
す
べ
き
で
あ
守
向
。

(

司

)

先
弘
、
宇
uq
〉T
S
掛
戯
画
冊
回
附
白
血
唱
臨
時
hrm附
帯

V
先
モ
マ
い
母
、
一
で
白
翻
意
hr剛
号
嚇
嘩
静
岡
附
帯
同
再
出
歯
司
醐
問
事
hr
軍
§
指
事
肝
回
開
閉

V
桝
函

B
甜
樹
首
仲
協
自
噂
事
hr蹄
博

と
の
(
ロ
)
の
揚
合
に
の
み
比
較
生
産
費
の
命
題
に
従
つ
て
の
特
殊
化
は
、
よ
り
大
た
る
園
民
所
得
の
確
保
と
言
ム
目
的
に
合
致
し

う
る
。(

〉
)

哉、一で守
uq
モ
δ
昌
樹
国
hr剛
司
嚇
盛
冊
附
帯
V
湘

E
B掛
掛
誼
陣
開

B
W明
醤
hrM附
帯

M
F
E
J
F
〉
で
宇
崎
、
マ
白
調
噂
hr脚
色
刷
甲
車
hr陳
情

V出
m

E
O髄
軍
陣
融
自
嚇
駒
田
肝
回
附
帯

と
の
揚
合
に
は
ポ
ル
}
ガ
ル
も
英
闘
も
共
に
葡
萄
酒
生
産
に
特
殊
化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
な
Z
闘
民
所
得
を
確
保
す
る

ヒ
ム
」
が
出
来
る
。

か
〈
て
り
カ
ー
ド
の
意
味
に
於
貯
る
比
較
優
位
の
僚
件
が
満
足
さ
れ
う
る
以
上
の
三
つ
の
事
例
の
う
ち
、
生
産
品
買
の
比
較
差
の
方

向
に
従
へ
る
特
殊
化
が
同
時
に
貿
易
営
事
閣
の
双
ぷ
に
謝
し
て
最
大
の
園
長
所
得
を
貫
現
せ
し
め
る
の
は
、
た
ピ
(
ロ
)
の
場
合
の
み

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
忙
リ
カ
1
下
の
命
題
は
全
〈
限
ら
れ
た
受
賞
性
し
か
有
し
泣
い
己
と
に
去
る
。
貿
易
が
一
図
に
と
っ
て
有
利

で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
蛍
つ
て
は
、
五
日
々
は
単
に
比
較
優
位
の
方
向
の
み
左
ら
や
、
そ
の
闘
忙
於
け
る
諸
部
門
の
勢
働
生
産

性
の
優
劣
を
も
顧
慮
せ
ね
ば
危
ら
な
い
A

し
か
も
り
カ

l
F
の
生
産
費
に
於
げ
る
比
較
優
位
は
弊
働
生
産
性
に
於
け
る
比
較
優
位
に

書
き
替
へ
る
己
と
が
同
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、

q
カ
1
F
の
意
味
に
於
け
る
比
較
優
位
の
理
論
は
モ
の
意
義
を
失
ふ
己
と
に
た
る
。

そ
れ
故
に
「
結
局
は
第
働
生
産
性
の
み
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
の
み
が
決
定
的
で
あ
る

J
T
ノ
イ
レ
ス
コ
は
こ
の
様
に
リ
カ

1
F
を

derselbe: a. a. O. S. 189 59) 

Manoileso: a. a. O. S. 181頁
derselbe: a. a. O. S. 185 
derIelbe: a. a. O. S. 185 
derselbe: a. a. O. S. 187 
derselbe: a. a. O. S. 188， 189 

)
)
)
)
)
 

4
5
6
7
8
 

5
5
5
5
5
 



賞

品

仲

山

吋

開

明
白

指

す

刈

日

間

品

E
量

1

肱
に
一
一
一

肘

咽

山

浸

叫

lm

g

ン

5

f

は

4

・
と
い
ん
曲
一
拍

に

LFI--i

ル

一芝@
}
-

a
M
7
m
一抽

川

柳

1

「

ポ
目
白
一
一
。

仏
量
の
葡
萄
酒
は
瑚
一
則
仏
量
の
羅
紗
と
交
換
さ
れ
る
。
し
か
る
忙
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
恥
量
の
葡
萄
酒
は
八

O
人
的
一
年
弊
働
に
よ
っ
て
担
割
J
1

ー

ャ

0
一o

生
産
さ
れ
、
ま
た
nw量
の
羅
紗
は
九

O
人
の
年
第
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
か
ら
、
仏
量
の
葡
萄
酒
は
助
一
向

G
量
の
羅
紗
と
交
換
さ
れ
ヤ

η
昭一叩

れ
る
。
か
〈
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
羅
紗
宇
一
輪
入
す
る
・
な
ら
ば
、

nw
量
の
葡
萄
酒
に
謝
し
て
四
一
則

ω量
の
羅
紗
を
獲
得
し
う
る
に
反
し
、
帥
一
同
一
一
拍
酒

故

己
れ
を
自
ら
生
産
す
れ
ば
剖
一
則
。
量
の
羅
紗
し
か
獲
早
出
来
た
い
E

そ
れ
せ
に
ポ
レ
ト
ガ
レ
土
羅
紗
を
輸
入
す
る
己
と
に
よ
っ
で
そ
仏
萄
何

一

，

T

叫

J

J

L

m

一
同
調
。

れ
を
園
内
で
生
産
す
る
よ
り
も
三
五
%
だ
け
多
く
羅
紗
を
獲
得
す
る
d

同
様
に
し
て
英
国
で
は

G
量
の
臨
時
紗
に
謝
し
て
瑚
一
m
n
w
量
の

1
I
は

芯

葡
萄
酒
が
獲
得
さ
れ
る
に
反
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
nu
量
の
羅
紗
は
帥
一
同
日
明
量
の
葡
萄
酒
井
」
交
換
さ
れ
る
。
従
っ
て
英
闘
が
葡
萄
酒

批
判
し
た
後
突
の
如
き
命
題
を
導
き
出
す
。
『
あ
る
園
児
於
て
-
一
つ
の
商
品
が
外
国
債
格
に
よ
っ
て
詳
値
さ
れ
た
具
れ
る
努
働
生
産
性

を
以
て
生
産
さ
れ
る
場
合
に
は
、
た
と
へ
持
働
生
産
性
の
小
在
る
商
品
が
そ
の
生
産
に
於
て
外
闘
に
針
し
絶
封
的
ま
た
は
比
較
的
優

位
を
持
た
う
と
も
、
勢
働
生
産
性
の
小
た
る
商
品
の
生
産
を
断
念
し
専
ら
労
働
生
産
性
の
犬
た
る
商
品
の
生
産
の
み
を
仔
ム
と
と
が倒

そ
の
園
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
」
『
そ
れ
故
に
園
民
組
消
活
動
は
継
続
的
に
最
も
生
産
的
危
生
産
部
門
に
特
殊
化
す
べ
き
で
あ
る
。
』

し
か
る
に
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
に
主
れ
ば
既
江
指
摘
し
た
理
由
忙
よ
っ
て
、

一
般
に
工
業
部
門
の
持
働
生
産
性
は
農
業
部
門
の
そ
れ
主

P

も
高
い
か
ら
、
彼
の
謂
ゆ
る
『
園
民
経
済
の
集
中
法
則
」
は
、
『
工
業
活
動
の
促
進
と
言
ム
方
向
に
進
む
の
で
あ
っ
て
、
農
業
活
動
D

m
 

促
進
め
方
向
比
進
む
の
で
は
た
い
。
』

排
て
再
び
リ
カ
ー
ド
の
例
に
立
師
っ
て
考
察
し
よ
う
。
英
闘
の
羅
紗
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
葡
萄
酒
と
の
交
換
が
雨
固
に
と
っ
て
有
利

で
あ
る
と
言
ふ
結
論
は
失
の
如
く
し
て
導
き
出
さ
れ
る
c

先
づ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
立
揚
か
ら
考
へ
呂
。
英
闘
で
は
一
定
量
円
引
の
街
萄
消

の
生
産
に
一
三

O
人
の
年
第
働
宮
市
宜
し
、
ま
た
一
定
量
nu
の
羅
紗
の
生
産
に
一

O
O人
の
年
畑
町
働
を
要
す
る
。
司
令
れ
故
に
英
踊
で
は

自
由
貿
易
主
義
白
時
時

第
五
十
一
審

第

蹴

五

F又

6n) 



自
由
貿
易
主
義
の
時
時

晶
P

五
+
一
審

フ~

ll. 

傍
三
腕

を
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
輸
入
す
る
と
と
ほ
と
れ
を
園
内
生
産
す
る
よ
り
も
一
二
五
%
だ
け
有
利
?
あ

Z
E
と
忙
左
も

リ
カ
ー
ド
を
始
め
古
典
波
及
び
新
古
典
仮
に
共
通
左
以
上
の
命
題
は
、
傾
値
比
於
て
等

L
い
コ
財
の
交
換
は
等
し
い
弊
働
量
の
交

換
で
あ
る
と
言
ふ
前
提
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
と
の
前
提
は
既
に
指
摘
し
た
油
り
、
す
べ
て
の
生
産
部
門

K
於
て
勢
銀
卒
、

利
潤
寧
及
び
技
術
構
成
が
均
等
で
あ
る
揚
合
に
の
み
受
賞
す
る
。
生
産
物
の
債
債
を
決
定
す
る
と
れ
等
の
三
つ
の
囚
子
は
同
一
関
内

に
於
て
も
生
産
部
門
の
異
る
に
膝
じ
て
異
る
。
俄
h

り
忙
弊
銀
牢
及
び
利
潤
率
は
生
産
部
門
聞
の
競
争
に
よ
っ
で
均
等
化
す
る
と
し
て

色
、
技
術
構
成
が
均
等
化
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
生
産
の
技
術
的
保
何
が
す
ぺ
て
の
生
産
部
門
忙
於
て
呉
昌
以
上
、
各
生
産
部
門
間

陀
於
け
る
技
術
構
成
の
差
違
は
必
然
で
あ
り
、
従
っ
て
と
の
理
由
の
み
か
ら
し
で
も
交
換
比
率
は
弊
働
量
の
比
率
の
み
に
よ
っ
て
は

決
定
さ
れ
友
い
も

い
き
署
L
英
闘
に
於
け
る
耕
一
紗
生
産
の
努
働
生
産
性
が
葡
萄
酒
生
産
の
そ
れ
の
二
倍
で
怠
る
と
す
れ
ば
、
英
国
C
は
nw煮
の
葡
萄
酒
は

m
一m
A団
長

]

戸

-

問

。

。

H

同旬。∞。

で
ぱ
な
し
に

4
1
1
ρ
景
の
羅

T
交
換
さ
れ
る
従
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
と
っ
て
の
貿
易
利
従
冊
数
は

l
i
-
-
H
Z誌
と
な
り
、

同い戸。。

N

H

。。。(一

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
と
っ
て
英
国
か

b
D
羅
紗
輸
入
は
園
内
生
産
に
比
し
て
三
ニ
・
王
芦
の
損
失
と
な
る
。
ぞ
れ
故
に
生
産
部
門
聞
に
於
け
る
勢
働
生
廉
性

の
差
遣
を
顧
慮
す
る
と
き
は
、
リ
カ
ー
ド
の
意
時
に
於
け
る
比
較
悟
杭
白
部
門
に
特
珠
化
す
る
こ
と
は
、
常
設
闘
に
と
っ
て
串

rし
も
利
益
で
は
な
い

こ

k
に
h
u
z
o

Z
苦
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
於
付
る
量
生
産
主
働
生
産
性
が
荷
重
生
産
の
そ
れ
内
福
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い

Z
G阜
の
羅
紗
は
よ
中
心
看

量
白
葡
萄
酒
と
交
換
さ
れ
る
。
従
っ
て
英
国
に
と
っ
て
の
貿
易
利
佐
保
設
は
回
同
国
l

同
団
戸

H
凶
苫
と
な
り
、
貿
易
は
英
国
に
と
っ
て
一
七
O
対
も
有

∞。]戸凶
c

m
 

剥
に
な
る
。
こ
の
簡
単
な
考
察
は
比
較
生
産
費
白
理
論
及
び
そ
の
政
策
論
的
蕗
粕
と
し
て
の
自
由
貿
易
論
の
怯
陥
を
指
摘
す
る
に
充
分
で
あ
ら
う
。

(ハ)マ
J
4
レ
ス
ヨ
に
よ
る
定
式
化
。
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
は
進
ん
で
工
業
園
と
農
業
圃
聞
の
闘
際
交
通
の
一
般
法
則
を
定
式
化
し
て

90 ~ 100 Q、 Qw=1.358O"lW;  120 
Manoilesco・a.a. O. S. 197， 198. 
derselbe: a. a. O. S. 202 ff P~I PI， Pa.' pa.はそれぞれ工業閣及び農業固に於
ける工業生産物及び農業生産物D努働者一人常習の年努働生産性 Qj， qi Qa， 
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ま
た
醐
闘
に
於
け
る
工
業
生
産
と
農
業
生
産
量
働
生
豊
田
比
串
を
D
及
す
と
す
れ
ば
、

r
h
f
T作
更
に
岡
国
の
農
業
生
産
物
白

り

h
詳

で

hw

露

日

比

率

を

a
工

業

生

産

物

福

音

基

?

と

す

れ

ば

、

-
K
Y
I
K「
ぜ
業
闘
は
農
業
生
産
に
於
て
告
を
持
っ
と
す
れ
ば
、
さ
主

4

F

4

田

な
る
。
苦
々
自
問
題
は
か
ミ
る
保
件
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
農
業
闘
が
農
産
物
白
生
産
に
特
珠
刊
し
工
業
生
産
物
白
生
岸
を
断
念
す
べ
き
か
否

か
に
あ
る
。
若
し
農
業
岡
が
そ
の
必
要
と
す
る
工
業
生
産
物
を
圏
内
で
生
産
す
れ
ば
、
勢
働
者
一
人
の
年
勢
働
に
よ
っ
て
町
一
置
が
生
産
さ
れ
る
。
と
れ

に
反
し
て
工
業
生
置
物
を
購
入
に
よ
っ
て
調
達
す
れ
ば
、
勢
働
者
一
人
の
年
努
働
に
よ
っ
て
同
問
同
同
宣
の
工
業
生
産
物
が
獲
得
さ
れ
る
o

か
〈
て
貿

〈
m

易
が
農
業
園
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
た
め
に
は
、
凶
同
河
川

ve
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
玄
『
H
A同
〈
川
直
と
置
け
ば
、

r
は
貿
易
利
盆
係
数

〈

同

〈

同

で
あ
り
、
円
〉
同
な
ら
ば
貿
易
は
農
業
闘
に
有
利
で
あ
り
司
八
H

な
ら
ば
貿
易
は
園
内
生
産
よ

P
も
不
利
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
貿
易
利
益
帽
肢
は

ヤ
"
仏
と
す
替
へ
ら
れ
か
若
し
ー
ア
〉
仏
な
ら
ば
貿
易
は
有
利
で
あ
り
、
山
門
会
か
ら
ぽ
閑
内
生
涯
が
有
剰
で
あ
え
と
L

雪
で
は
マ
ノ
イ

ν

ご

は

き

て

ゐ

な

い

o
し
か
し
彼
は
生
産
費
の
比
較
差
と
慣
習
比
較
催
で
を
混
同
し
む
M
V
H
U
下
に
於
て
は
、
巾

v
-
E慌
件
出
満
足

さ
れ
難
い
こ
ξ
を
論
誰
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
力
1
ド
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
。
け
れ

rも
o
〉

O
v
H
は
農
業
生
館
抑
止
ぴ
工
業
生
産
物
"
債
絡
が

い
づ
れ
も
農
業
闘
に
於
て
絶
劃
的
に
低
い
こ
と
を
草
昧
す
る
。
従
っ
て
嗣
者
の
生
産
物
が
い
づ
れ
も
農
業
幽
か
ら
工
業
聞
に
輪
出
せ
ら
れ
、
国
際
的
貨

幣
機
構
内
運
動
が
u

作
用
し
、
品
で
が
て
個
持
の
絶
劃
差
白
歌
態
が
出
現
す
る
筈
で
あ
る
。
生
産
費
の
比
較
差
は
慣
絡
の
比
較
廷
を
意
味
し
な
い
。
生
産
費

の
比
較
差
白
?
で
も
貿
易
は
債
格
の
担
割
差
に
従
っ
て
行
は
れ
る
。

次
に
工
業
岡
白
立
場
か
ら
考
へ
る
。
工
業
闘
は
若
し
農
産
物
を
囲
内
生
産
に
よ
っ
て
調
達
す
れ
ば
、
持
働
者
一
人

ω
年
勢
働
に
よ
っ
て
仏
、
量
を
獲
得

す
る
o

と
れ
に
反
し
て
貿
易
に
よ
っ
て
輸
入
す
る
と
す
れ
ば
、
捗
働
者
一
人
の
年
捧
働
に
よ
う
て

L
P
H
堂
内
農
産
物
を
獲
得
す
る
Q

そ
れ
故
に
貿

d
R
m
w
 

晶
が
工
業
一
聞
に
主
っ
て
有
利
で
あ
る
た
め
に
は
、
回
出

v
p
工
業
闘
に
と
っ
て
由
貿
易
利
盆
傍
証
売
R
と
す
れ
ば
、

pubγ
同

P
H
l押
i

〈

凶

〈

在

同

叶

苦

L
L
V仲
な
ら
ば
貿
易
が
有
利
で
あ
り
、
山
円
八
1

叶
な
ら
ば
闘
内
生
産
が
有
利
で
あ
る
。
し
か
る
に
侭
定
に
よ
っ
て
」

r
x
Z工

自
由
貿
易
主
義

ρ
時

昧

八

五

第
五
十
-
巻

七

第

量虎

q，はそれぞれの岡に於ける雨者の生産物の勢働者一人官りの年生産量、 V"
Vi， V a• Vaはそれぞれの図に於げるそれぞれ白昼産物白情椅である。
若し a>lならば農業困が農業生産物に1持て債格優位を持つことを意味する。
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自
由
貿
易
主
義
目
時
時

鐸
軍
!
?
一
審

第

腕

F、
回

人

業
闘
に
於
け
る
工
業
生
産
自
詰
生
産
性
は
農
業
生
産
む
勢
働
生
産
性
よ
り
も
大
河
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
山
叩
八
回
故
に
十
〉
同
〉
叶
?

価

ー

で
は
上
白
想
定
の
下
で
は
農
産
物
白
購
入
口
工
業
閣
に
と
っ
て
常
に
有
利
で
あ
る
。
ま
た
貿
易
常
事
闘
に
於
て
生
産
部
門
間
に
捗
働
生
産
性
の
差
惑
が

?
、
従
っ
て
ヴ
ー
な
る
場
合
に
は
、
貿
易
利
益
四
時
件
は
軍
純
に

+v:な
る
。
し
か
も
晋

2
想
定
白
下
で
ほ
と
の
壁
需
品
に

満
足
さ
れ
る
か

ι、
農
業
園
は
農
業
生
産
に
工
業
閣
は
工
業
生
産
に
特
時
化
す
る
と
・
と
が
有
利
で
あ
る
。
古
典
旋
白
骨
題
は
と
白
場
合
に
は
そ
の
言
L

昼
首
ず
る
。
げ
れ
E
も
農
業
闘
に
於
け
る
工
業
生
産
の
努
働
生
産
性
肝
農
業
生
産
の
そ
れ
よ
り
も
著

L
t大
で
あ
る
場
合
に
は
、
貿
易
は
農
業
闘
に
と

っ
て
損
央
を
意
味
し
得
る
o

剖
ち
し
ア
〉
白
は
不
可
能
な
品
件
で
は
な
い
。
倒
へ
ば
農
業
閣
は
農
産
物
に
於
て
工
業
闘
に
謝

L
i
h
の
備
格
優

位
を
持
ち
、
他
方
に
於
て
工
業
生
産
物
に
於
て

I
。
。
の
傾
格
劣
世
を
持
っ
と
す
否
。
ま
た
農
業
固
に
於
け
る
工
業
生
産
の
相
官
働
生
産
性
は
農
業
生

産
白
勢
働
生
産
性
的
一
二
倍
で
あ
る
と
す
る
。

L
2
3は
ん
い

L
E
H
:た
り
、
貿
易
は
農
業
闘
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
o

従
っ
て
安
備
な

輸
入
は
常
に
利
益
を
賢
ら
す
と
言
ふ
博
統
的
主
張
は
破
れ
る
。
勢
働
生
産
性
白
低
い
坐
産
物
に
於
て
偵
格
優
位
を
持
つ
困
は
、
園
内
に
於
け
る
勢
働
生

産
性
白
差
違
が
困
際
的
債
格
差
白
比
寧
よ
り
も
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
貿
易
に
よ
っ
て
損
失
を
蒙
る
。
し
か
る
に
そ
の
相
手
園
は
自
困
に
於
け
る
努
働

生
産
性
白
差
遇
が
大
で
診
れ
ば
あ
る
ほ

E
、
盆
々
大
な
る
貿
易
利
益
を
受
け
る
山
内
従
っ
て
『
工
業
の
本
車
的
な
内
的
優
位
が
強
化
す
れ
ば
、
貿
易
政
策

上
白
封
立
は
噌
大
し
、
と
の
優
杭
が
低
下
す
れ
ば
貿
易
肱
策
上
回
調
立
は
時
少
ナ
る
。
そ
し
て
か
込
る
優
位
が
金

f
存
在
し
な
い
場
合
に
の
事
ト
ミ
る

艶
立
は
消
践
し
、
農
業
園
も
工
業
国
も
共
に
外
国
貿
易
か
ら
利
盆
を
享
け
る
印

五

結

号三r
H 

7
1
イ
レ
ス
ヨ
の
理
論
は
オ

1
9
y
、
ヴ
ア
イ
ナ

1
等
に
よ
っ
て
批
判
せ
ら
れ
、
ま
た
シ
ユ
ナ
イ
ダ

1
陀
上
っ
て
展
開
が
試
ら
れ

た

M
E
A
で
は
彼
等
の
見
解
に
立
入
っ
て
論
宇
る
徐
裕
を
持
た
た
い
。
た
ピ
私
に
は
オ

1

9
ン
や
ヴ
ア
イ
ナ
ー
の
批
判
は
マ
ノ
イ
レ

ス
ヨ
の
理
論
の
核
心
を
街
〈
も
の
で
は
左
い
様
に
息
は
れ
る
の
ま
た
ハ

1
パ
ラ

1
は
マ
ノ
イ
レ
ス
ヨ
の
理
論
の
怜
質
を
や
ー
、
明
確
に

理
解
し
得
た
忙
か
〉
わ
ち
ゃ
、
彼
の
理
論
を
皐
在
る
無
競
争
集
圏
の
理
論
で
あ
る
と
考
へ
た
た
め
に
、
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
の
取
扱
へ
る

主=-~_: d 
v， 
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如
雪
山
肌
態
は
『
全
〈
あ
り
さ
う
に
友
い
と
と
で
あ
る
』
と
断
定
し
て
し
ま
つ
わ
。
若
し
ハ

1
パ
ラ
ー
が
一
歩
進
ん
?
マ
ノ
イ

ν
ス
ヲ
の

理
論
は
不
均
等
友
持
銀
水
準
の
み
な
ら
十
、
利
潤
率
及
び
資
本
構
成
の
差
遣
に
も
立
脚
し
て
ゐ
る
E
と
を
認
識
し
た
在
ら
ぽ
、

イ
レ
ス
ヨ
の
理
論
を
正
常
に
評
債
し
、
進
ん
で
は
ハ

l
パ
ラ

1
白
身
の
理
論
を
も
一
歩
前
進
せ
し
め
る
と
と
が
出
来
た
で
あ
ら
う
。

マ
ノ
イ
レ
ス
ヨ
の
究
局
の
結
論
は
か
う
で
あ
る
。
あ
る
図
に
於
け
る
具
れ
る
生
産
物
の
弊
働
生
産
性
の
差
遠
の
程
度
が
そ
れ
等
の
J

生
産
物
の
外
闘
に
封
す
る
債
格
優
位
乃
至
は
劣
位
円
程
度
の
比
率
よ
り
も
犬
で
あ
る
揚
合
に
は
、
持
働
生
産
性
の
低
い
生
産
物
を
轍

出
ナ
る
固
に
と
っ
て
は
貿
易
は
不
利
で
あ
り
寧
ら
そ
の
必
要
と
す
る
輸
入
品
の
岡
内
生
産
が
有
利
で
あ
る
。
そ
し
て
己
の
や
h
商
倒

な
結
論
は
ま
た
突
の
様
に
も
言
ひ
替
へ
ら
れ
る
。

一
園
内
に
於
て
一
定
の
費
用
支
出
世
以
て
獲
得
さ
れ
る
輪
入
財
量
と
輸
出
財
量
と

の
比
率
従
っ
て
そ
の
園
に
於
け
る
こ
の
一
一
財
の
代
替
比
率
が
、
園
際
市
場
に
於
け
る
そ
の
図
の
輪
出
品
と
輪
入
品
と
の
交
換
比
率
従

っ
て
闇
際
交
換
比
率
(
園
陣
倒
格
比
車
)
よ
り
も
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
園
は
あ
る
財
を
外
固
か
ら
輸
入
す
る
よ
り
も
寧
ろ
圏
内
で

生
産
す
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
謂
は
ピ
そ
の
閑
に
と
っ
て
の
貿
易
利
益
よ
り
も
坐
産
利
絡
の
方
が
大
雪
い
。
も
っ
と
解
り
易
ぐ
言
へ

ぽ
、
一
閣
は
一
定
の
費
用
支
出
を
以
て
外
固
か
ら
買
ム
よ
り
も
園
内
で
生
産
す
る
と
ん
」
に
上
り
よ
り
多
量
を
獲
得
し
う
る
揚
合
に
は

そ
の
財
を
圏
内
で
生
産
す
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
J

と
己
ろ
で
若
し
貿
易
常
事
闘
の
す
べ
て
の
部
門
に
於
て
費
用
法
則
が
支

配
し
、
園
際
交
換
比
率
が
二
固
に
於
け
る
代
替
比
率
の
限
界
内
で
決
定
さ
れ
る
島
す
れ
ば
、
上
惑
の
如
き
事
態
は
起
り
得
な
い
。
上

惑
の
事
態
が
趨
り
う
る
た
め
に
は
、
貿
易
首
事
闘
の
い
づ
れ
か
の
部
門
に
於
て
費
用
法
則
が
止
揚
さ
れ
る
己
と
従
っ
て
猪
占
的
地
位

の
文
配
が
あ
る
己
と
主
要
す
る
。
か
a
h

る
猫
占
的
地
位
が
弊
働
者
の
側
に
あ
り
、
そ
れ
が
主
と
し
て
購
買
働
組
合
の
勢
力
に
原
因
す
る

と
考
ふ
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
企
業
者
の
側
に
あ
り
ト
ラ
ス
ト
キ
カ
ル
テ
ル
の
個
人
主
義
及
び
管
利
主
義
の
力
に
原
因
す
る
と
考

ム
ベ
雪
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
吾
々
が
マ
ノ
イ
レ
ス
ヨ
の
理
論
を
高
〈
評
債
ず
る
の
は
、
伎
の
理
論
の
受
賞
し
う
る
経
済
的
地
盤

を
反
省
す
る
己
と
に
よ
っ
て
貿
易
理
論
の
新
し
い
方
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
吾
々
の
見
る
と
己
ろ

自
由
貿
易
主
義
四
時
時

第
五
十
一
巻
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で
は
か

a
A
Z
方
向
に
則
し
て
の
み
、
最
近
の
尖
鋭
化
し
た
園
際
的
利
害
針
立
の
寅
相
を
究
明
す
る
と
同
時
忙
、
そ
の
封
立
を
調
整
し

新
ら
し
い
園
際
秩
序
を
生
み
出
す
た
め
の
根
本
原
則
を
提
示
す
る
と
左
が
向
来
る
。

い
ま
英
国
及
び
ポ
ル

T
ガ
ル
の
す
べ
て
田
部
門
に
完
全
競
宇
が
支
配
し
従
っ
て
費
用
法
則
白
支
配
が
あ
る
も
の
一
主
前
提
し
て
、

9
カ

I
F
の
例
を
次

の
如

f
帳
一
院
じ
よ
う
。

方
端
H
廿
川
官

H
凶
同
潜
在
卦

H

同
]
戸

『

禰

。

-

∞

白

昼
司
、
守
一

γ
妙

.L昌戸、品F
酎

師

副

賞

∞

m

Z

H

か
L

る
事
情
の
下
で
は
英
岡
は
羅
紗
一
回
単
位
を
輸
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
葡
萄
酒
一
草
枕
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
を
図
内
で
生
産
す
れ
ば
羅
紗
一
草
作

の
獲
得
に
要
し
た
費
用

E
M
で
僅
か
に

0
・
八
=
一
早
位
白
葡
萄
酒
を
得
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
葡
萄
酒
一
単
位
を
輸
出
す
る
と
と
に
よ

っ
て
一
単
位
の
羅
紗
を
獲
得
す
る
こ
と
が
州
市
珊
忍
出
、
と
れ
を
圏
内
で
生
産
す
れ
ば
債
か
に

0
・
八
九
軍
位
の
麗
紗
し
か
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
師

岡
に
'
と
っ
て
貿
易
は
岡
内
生
産
よ
り
も
有
利
で
あ
る
。
し
か
る
に
い
ま
英
岡
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
白
羅
紗
生
産
部
門
に
欄
占
が
支
配

L
、
羅
紗
の
僧
格
は

そ
の
貨
幣
費
用
か
ら
背
離
す
る
と
し
よ
う
。
例
へ
ば
夫
の
如
〈
。

l
M世
帯
岳
山
明
抽
出
陣
崎
署
蹄
迫

蜘
守

H

Q

H

。

EhJ凶
附
潜
持
部

「

鞠

。

。

Eι

司

r

輯

創

世

回

出

日

「

翻

意

。

E

止さ
e-T
崎、エ
F

副

島

国

∞

句

。

匂

E

H

一
品
、
ご
@
事
情
の
下
で
は
闘
際
交
換
比
唱
は
。
6

H

止
。
E

H

と
の
問
刑
へ
ば
。

3
・
H

に
定
ま
る
で
る
ら
う
。
貿
易
は
交
換
比
噛
白
土
で
は

W
A

方
の
闘
に
と
っ
て
利
盆
で
あ
る
。
け
れ

rも
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
一
軍
牧
田
葡
荷
摘
を
輸
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
健
か
に
。
説
草
伎
の
擢
仲
一
を
獲
得
す

る
に
す
ぎ
な
い
。
若
し
躍
紗
を
閣
内
で
生
産
す
れ
ば
一
単
位
の
葡
萄
酒
に
要
し
た
と
同
一
円
費
用
を
以
て
。
冨
草
作
を
得
る
。
そ
れ
故
に
か

L
る
場

合
に
位
ボ
ル
ト

f
ル
に
と
っ
て
は
貿
易
よ
P
も
闘
内
生
産
自
方
が
有
剥
で
あ
忍
@
(
康
徳
七
年
五
月
九
日
)

自
由
貿
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吟
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電字

l
M明
碍
己

犠
盛
岡ー戸。

相
博
略
語
哨
蝿
連

H
R訴
回。

H持

同

国

同
国

~ 

喧

H 
o 
∞ 

商

務
同
恥

4
N桝
押
骨
髄

同

国

〉僻

由民

~ ~ 

o '" αD 

h 凶

回。]
巴∞-
@ 

O 

事

擁

八
六

圏
諸
附
潜

評
梯
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